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馬
王
堆
出
土
の
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
」
一
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」

『
五
十
二
病
方
」
、
張
家
山
出
土
の
『
脈
書
」
に
、
医
書
と
し
て

は
最
古
の
「
痔
」
の
用
例
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
後
代
で
言
う

と
こ
ろ
の
「
五
痔
」
に
相
当
す
る
記
述
が
あ
り
、
戦
国
末
期
～

前
漢
初
期
に
は
そ
の
前
駆
的
分
類
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
「
五
痔
」
は
、
出
土
医
書
に
遅
れ
る
こ

と
数
世
紀
、
空
白
の
時
間
を
経
て
六
朝
～
階
唐
期
に
形
成
さ
れ

た
「
痔
」
の
分
類
で
あ
る
。
後
代
の
「
五
痔
」
と
の
関
係
に
留

意
し
つ
つ
出
土
医
書
中
の
「
痔
」
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
「
痔
」
の
名
称
と
、
そ
の
中
で
の
症
状
群
を
分
類
し
、

番
号
を
振
り
列
挙
し
た
。
本
文
の
假
借
字
は
全
て
変
更
し
た

（
久
↓
灸
、
空
↓
孔
な
ど
）
。
「
五
痔
」
に
当
た
る
も
の
は
、
『
諸

病
源
候
論
」
（
以
下
『
病
源
」
と
略
す
）
の
経
文
を
附
し
、
各
症

状
群
の
類
文
が
あ
る
場
合
は
そ
の
末
に
書
名
を
記
し
た
。

妬
出
土
医
書
に
見
る
「
痔
」
の
一
考
察

吉
岡
広
記

日
本
鍼
灸
研
究
会

一
分
類
さ
れ
た
「
痔
」
一

牡
痔
（
肛
辺
生
鼠
乳
出
在
外
者
。
時
時
出
膿
血
者
）
・
・
．
「
五

十
二
病
方
」
①
「
扇
肉
出
二
龍
門
方
」
・
雄
痔
〕
」
、
②
「
如

鼠
乳
状
。
末
大
本
小
。
有
孔
其
中
二
冊
繁
方
」
『
集
験
方
」
『
病

源
」
一
千
金
方
」
〕
」
、
③
「
多
孔
者
」
、
④
「
居
家
秀
。
大
者
如
棗
。

小
者
如
棗
核
〔
「
龍
門
方
」
・
雄
痔
〕
」
、
⑤
「
居
籔
廉
。
大
如
棗

核
。
時
凄
時
痛
昌
龍
門
方
」
・
雄
痔
〕
」
、
⑥
「
脈
書
」
「
在
慕
。

躍
如
棗
二
龍
門
方
」
・
雄
痔
〕
」
。
牝
痔
（
肛
辺
腫
生
瘡
而
出
血

者
）
…
一
五
十
二
病
方
」
⑦
「
入
籔
中
寸
。
状
類
牛
蟻
。
…
後

而
漬
出
血
。
不
後
上
向
者
」
、
⑧
「
有
孔
而
誉
。
血
出
者
」
、
⑨

「
有
数
籔
。
嶢
白
徒
道
出
者
〔
「
病
源
」
巻
十
九
・
九
虫
候
な
ど
〕
」
、

⑩
『
脈
書
」
「
在
慕
。
藤
如
棗
。
…
其
癖
有
孔
。
汁
出
」
。
脈
痔

（
肛
辺
生
瘡
。
痒
而
復
痛
出
血
者
）
…
⑩
「
名
の
み
」
。
血
痔

（
因
便
而
清
血
随
出
者
）
…
⑪
「
名
の
み
」
。
他
…
一
五
十
二
病

方
」
⑫
「
未
有
巣
者
」
、
⑬
「
巣
塞
脆
者
」
、
⑭
「
痔
者
其
腱
秀

有
小
孔
。
孔
党
免
然
出
。
時
従
其
孔
出
有
白
虫
」
、
⑮
「
痔
」
。

「
五
痔
」
の
う
ち
の
腸
痔
を
除
く
四
種
は
す
で
に
存
在
す
る
が
、

必
ず
し
も
後
代
の
認
識
と
は
一
致
せ
ず
、
よ
り
詳
し
い
病
態
の

叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
代
で
は
見
ら
れ
な
い
症
状
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群
も
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
分
類
の
豊
富
さ
が
伺
え
る
。
そ
の

他
、
『
釈
名
』
に
見
ら
れ
る
「
虫
」
が
原
因
で
「
痔
」
を
発
症
す

る
と
い
う
認
識
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
も
⑨
や
⑫
（
以
下
の
治

療
を
参
照
）
⑭
に
よ
っ
て
知
れ
る
。

一
足
太
陽
経
の
所
生
病
と
し
て
の
「
痔
」
〕

⑯
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
」
「
足
泰
陽
脈
…
其
病
…
産
痔
」
、
⑰

『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
」
「
足
矩
陽
之
脈
…
其
所
産
病
…
痔
」
、
⑱

「
脈
書
」
「
距
陽
之
脈
…
其
所
之
病
…
痔
」
（
皆
『
霊
枢
」
経
脈
篇

と
対
応
）
・

【
内
服
薬
を
除
く
「
痔
」
の
治
療
］

①
～
③
「
疾
灸
熱
」
、
④
「
以
小
角
角
之
」
「
剖
以
刀
」
、
⑤

「
剥
之
」
「
婚
小
楯
石
…
以
熨
（
尉
こ
、
⑥
～
⑧
「
重
痔
」
、
⑨

「
坐
重
下
籔
」
、
⑩
「
不
明
記
」
、
⑪
「
気
熨
」
、
⑫
「
置
盤
中
而

踞
之
。
其
虫
出
」
、
⑬
「
除
以
刀
剥
去
其
巣
」
、
⑭
「
令
烟
重
随
」
、

⑮
「
重
裳
」
、
⑯
「
灸
太
陽
脈
」
、
、
⑬
「
灸
か
？
」
．

①
～
③
⑯
～
⑱
は
灸
、
④
⑤
⑬
は
外
科
的
処
置
、
⑥
～
⑨
⑭

⑮
は
吏
治
、
⑪
は
熨
法
、
⑫
は
薬
浴
と
な
っ
て
い
る
。
灸
に
つ

い
て
は
具
体
的
な
壮
数
や
交
娃
の
大
き
さ
に
関
す
る
指
示
は
見

ら
れ
な
い
。
外
科
処
置
は
、
刀
や
硬
石
を
使
用
す
る
が
、
そ
の

際
に
縄
を
用
い
て
突
出
し
た
患
部
を
縛
る
、
あ
る
い
は
孔
に
空

気
を
入
れ
て
膨
ら
ま
す
な
ど
の
切
開
の
便
を
良
く
す
る
た
め
の

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
薬
の

併
用
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

出
土
医
書
に
見
ら
れ
る
「
痔
」
に
は
、
総
称
と
し
て
の
「
痔
」

と
、
後
に
分
類
整
理
さ
れ
る
「
五
痔
」
と
し
て
の
「
痔
」
と
い

う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
前
者
は
、
医
書
以
外
に
も
春
秋
・
戦

国
時
代
以
来
広
く
用
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
後
者
は
、

よ
り
病
態
に
合
っ
た
治
療
の
要
求
か
ら
、
詳
細
な
観
察
を
通
し

て
分
類
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
漢
～
三
国
時
代
は

そ
の
姿
を
消
し
、
六
朝
期
に
至
っ
て
突
如
と
し
て
出
現
す
る
と

い
う
経
緯
を
た
ど
る
。
こ
れ
は
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
ロ

ジ
カ
ル
な
医
学
理
論
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
深
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
も
っ
て
人
を
悩
ま
す
「
痔
」
は
、
古

来
よ
り
同
様
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
の
観
察
力
に
驚
か
さ
れ
る
。


